
事例紹介

田中町見守りネットワークについて 

１ 経緯 

  社会問題となっている自殺や高齢者の孤独死は、核家族化が原因とも言える一人暮ら

し世帯や高齢者世帯が年々増加する中で人間関係が希薄な生活を送っていたことや、閉

じこもりなどが原因となっています。「孤立化防止」及び「孤独死防止」の取り組みは、

地域住民が主体となって自治会役員、民生・児童委員、老人クラブ、ボランティア、子

ども会などの協力のもとネットワーク組織づくりを行なう必要があるとの考えから進め

ています。 

 
２ 活動の経緯 

○平成２３年４月１日に（仮称）田中町見守りネットワーク組織の設立について、町内

に回覧で設立の趣旨の周知を行なうとともに会員を募集しました。 
○平成２３年４月２０日に（仮称）田中町見守りネットワーク組織の役員・会員で規約

などを確認し、ネットワーク組織が活動する対象世帯などを調査するためアンケート

用紙（別添①）を作成しました。 
○アンケートは、（仮称）田中町見守りネットワーク組織の会員が各家庭に訪問し、任意

で回答を得ました。 
○アンケート調査を整理し、災害時の避難誘導希望者や見守り家庭訪問希望者のリスト

アップを行ないました。 
○平成２３年６月１２日に田中町見守りネットワーク設立総会を行い、規約、緊急連絡

網（別添②）、避難誘導希望者や見守り家庭訪問希望者に対し担当を取り決めました。 
○避難場所を清洲東小学校と清洲市民センターに決定しました。 
○平成２３年６月２０日に避難誘導カード（別添③）を作成し、避難誘導や見守り家庭

訪問希望の確認を行ないました。また、避難誘導カードを避難誘導希望者に配布する

とともに、田中町見守りネットワークの緊急連絡網を配布しました。 
○平成２３年９月３日に開催が予定されていた清須市総合防災訓練では、見守りネット

ワークとして独自に緊急連絡網を使用した訓練を実施し、開始から１１分で情報伝達

することができました。 

 
３ 田中町見守りネットワークの活動 

○見守り家庭訪問希望者に対してアンケート調査に基づく見守り訪問活動を行なってい

ます。 
○毎月、サロン事業に参加して、会員と支援希望者との交流を図っています。 
○避難誘導希望者や見守り家庭訪問希望者の状況の変化に対応した見守り配置図（回覧）

を作成しました。 
○田中町見守りネットワーク避難連絡網（別添④）を作成し、緊急時の情報提供や避難

誘導に対応するように進められています。 










	jireishouka.pdf
	1
	2
	3
	4

